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下水道管渠内に発生した
石灰乳について

山形県庄内総合支庁建設部道路計画課

技師 遠田 一成

下水道のマスコットキャラクター
スイスイくん

発表内容

１ 流域下水道について

２ 管渠診断調査について

３ 管渠内変状状況について

４ 除去作業状況

５ 今後の対応について
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１．流域下水道について

庄内管内の幹線数︓５幹線（１幹線整備中）

酒田幹線

藤島余目幹線
三川幹線 立川余目幹線

余目幹線

松山幹線

庄内浄化
センター

庄内支庁

総延⻑︓44,756ⅿ（５幹線分）
※松山幹線については現在整備中

流域下⽔道
２市町村以上の区域の下⽔を排除し処理
する下⽔道
汚⽔幹線管渠・中継ポンプ場及び終末処理
場の部分

管理主体は原則として都道府県
藤島庁舎

公益文化大学

立川中学校

酒田市松山支所
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２．管渠診断調査について

• 設備の劣化や変状の早期発⾒の為、管渠内のTVカメラ調査を実施
• 今年度は、余目幹線の調査を実施
（⼯期︓令和５年８⽉〜令和５年１２⽉まで）

TVカメラ調査⾞ ⾞内状況
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３．管渠内変状状況について

余目幹線

流下方向

余目幹線

位置図

管渠内部状況路⾯状況

拡大位置図 至 庄内町

至 長畑

変状箇所
一般国道47号（余目酒⽥道路）と町道表町館⻑畑線の
⽴体交差部付近（庄内町余目字⻑畑地内）
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平成25年度施工　管渠移設工事　L=129.4m
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石灰乳洗浄前概要図

一般国道47号（余目酒田道路）

町道表町館長畑線

最上川下流流域下水道（余目幹線）
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①② ③④ ⑤⑥⑦ ⑧⑨

6

３．管渠内変状状況について

下水管
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３．管渠内変状状況について

４．除去作業状況

洗浄ノズル
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Φ700

⑩

管継手部

クラック部

凡例

石灰乳洗浄後概要図
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① ② ③ ④⑤ ⑥⑦⑧
⑨
⑩⑪

継手部から ①
管渠本体から ②～⑪

石灰乳発生個所

４．除去作業状況

管渠円周方向にクラック発生

確認可

汚⽔下のため確認不可

⑩ 下流方向を望む

下

クラック2㎜

拡大写真拡大写真

下

クラック2㎜
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４．除去作業状況

損傷度が最も大きい箇所
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炭酸カルシウム
ライブラリデータ

下水管内異物

• サンプルの成分分析の結果

650㎜

550㎜

230㎜
浸入⽔ 浸入⽔

石灰乳

浸入⽔

石灰乳

サンプルと炭酸カルシウムのライブラリデータ比較

13

サンプル→炭酸カルシウムと推定

４．除去作業状況
フーリエ変換赤外分光分析（FT-IR）

ヒット率94.58％

吸
光
度

波数（cmｰ1）

• 石灰乳発生原因の考察
平成25年度施工　管渠移設工事　L=129.4m
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今回、余目幹線全線のTVカメラ調査を実施したところ、大きな変状が確認されたのは、この区間のみ。
今回の区間については供用開始から１０年程度しか経過していないことから、経年劣化の可能性も低い

クラックが発生した原因は今後調査予定だが、カルシウム分を多く含んだ地下⽔が流入し石灰乳が発生したと
考えられる
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４．除去作業状況

５．今後の対応

•管渠本体にクラックが確認されたことから、緊急随契により管渠補修
設計を実施中。

•補修工事については、設計委託終了後に速やかに発注予定

工
法
選
定
業
務
委
託

管
渠
内
調
査
完
了

補
修
工
事
発
注

補
修
工
事
実
施

補
修
工
事
完
了

現在 R6.1
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ご清聴ありがとうございました。

流域下水道の
マンホールカードだよ

※庄内にはありません

下水道のマスコットキャラクター
スイスイくん
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